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第 2回新図書館市民ワークショップ開催報告 

１．開催概要 

第２回 

日  時：平成 30 年 10 月８日 14：00～16：00 

場  所：市役所３階 大会議室 

参加者：14 名 

内  容：１．ワークショップ実施の趣旨説明 

２．事務局から市民アンケート結果（速報）、図書館を取り巻く環境の変化について情報提供 

３．新しい図書館の役割を検討するため、３班に分かれてワークショップを行い、 

①居場所として新図書館に求められる機能、②学校図書館との連携の進め方についての意見交換 

４．各班で出た意見発表 
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２．意見まとめ 
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分類 居場所としての図書館 

居場所とし

ての図書館 

■図書ネットワークについて 

・駅前図書館ですべてをかなえるのは難しい。（駅前移転で利用しづらくなる人もいる。） 

・図書館機能（居場所）を分散させるのもあり。 

・本に触れあうネットワーク（学校・公共施設・自治会など。例えば体育館にスポーツの本など） 

・読書量を増やすことが目的なのか、居場所をつくることが目的なのか。（小学校の図書室開放など

は居場所づくりにはなっているが、読書量を増やすことにはつながっていない（ゼロではないが）） 

・借りるときは目的を持って行くので良いが、返す時に時間がない。返却ポストなどは駅前にあるとよい 

■マナー 

・これまでの図書館の良さ、伝統、マナーを守る（静かにすることも大事） 

・飲食は本が汚れるのでだめ。  ・爪を切らないでください！ 

■高齢者を活動的に 

・講座の開催（発声の練習、人形劇づくり、絵本づくり）→グループの結成を目指したい 

・落語をききたい  ・ビデオ鑑賞  ・うたごえ喫茶  ・地域の団体のミニコンサート 

・ギャラリー（広い空間が欲しい） 

■IT・情報 

・雑誌、新聞のスペースを増やす 

・イベントスペース（音響、くつろぎ） 

■ヤングアダルト 

・塾、英語教室、ハングル教室、日本語教室  → 外国人との交流 

■就労支援 

・就労支援まで必要か？テクスピアとの役割分担も必要 

学校図書と

の連携 

・子どもに本を読んでもらうためには、手の伸びる場所（学校、できれば教室）に本があるとよい。 

・貸し出しの配達等があるとよい 

・図書館は本のプロ、新刊本をよく知っている。学校の先生との情報交換を！ 

・学校の先生が本を読んでもらうと良いが、忙しいし、能力も必要。 

・子どもに本を読んでもらうには、親が読まないといけない。親の教育が必要。 

・学校図書の購入費が少ない。もっとお金を使ってほしい。 

・旭小学校で、子どもたちにお勧めの本を１冊、学校に寄付するという取り組みを行っていた。 

・あなたの一冊、私の一冊、本の福袋（傾向別） 

・本のコンシェルジュ（SNS）、本屋大賞 

市民団体・

利用者との

連携 

・活動支援（図書館が団体を育てる） 

・活動したい人を支援、あっせん 

・利用者側にも動いてもらう（ちょっと負担してもらう） 

これからの 

図書館 

・図書館は待っているだけではだめ。 

・図書館が出向く機会を増やす（市民向け） 

・図書館が学校を回る（ボランティア） 

・図書館長が大切 

駅前図書館

について 

・人気の本を駅前へ（若者向けなど、利用者を想定） 

・コーナー分け（利用目的別）静か・賑やか等 

・駅前自転車駐輪場（有料で子どもが利用できない、立体で上にあげるのが大変等） 

・土日も利用できるように。 

・ダイエーがいつまで残るか？（中途半端にするぐらいなら、全フロアを買い取ることも考えられる。） 

・ランニングコスト、駐輪場対策等も含め、移転するメリットを示すことが必要。 
 


